









































 第１回：平成 27 年 8 月 3 日（月）16 時 30 分～18 時。第２回：平成 28 年 2 月 21 日（日）

















表１ ワークショップの参加者 （波括弧で括った２名は、知人の間柄であった） 
ワークショップ イニシャル 性別 学年(第 1 回)／年代(第 2 回） コース(第 1 回)／社会的立場(第 2 回) 
第１回 ＯＧ Ｍ 学部 4 年 社会系（地理） 
 
(H27.8.3) ＮＺ Ｍ 学部 4 年 芸術系（美術） 
 
 
ＡＹ Ｆ 学部 4 年 生活健康系（家庭） 
 
 
ＩＢ Ｆ 学部 1 年 学校心理系 
 
 
ＨＦ Ｍ 学部 3 年 学校教育系 
 
      第２回 ＫＢ Ｆ 50 代 大学教員（心理学） 
 
（H28.2.21） ＡＮ Ｍ 10 代 小学生（6 年） 
 
 
ＹＭ Ｆ 50 代 主婦 
 
 
ＨＤ Ｍ 30 代 日本語教師 
 

































回4.6(SD 0.5)、第２回4.6(SD 0.5)。「本選びの難易」については、第１回2.8(SD 1.0)、













表２ ラウンド毎の参加者の本探索時間（秒）   
    ラウンド１ ラウンド２ ラウンド３ 
第１回 
平均 393.2 319.4 447.4 
SD 119.1  143.8  181.0  
最長／最短 612/ 286 595/ 172 715/ 185 
第２回 
平均 636.4 742.0 493.4 
SD 379.3  262.0  209.6  





















































































































































表３  第１回ブックサーフィンにおける全ての本の接続と参加者自身のコメント 
ラウ
















































































































































表４  第２回ブックサーフィンにおける全ての本の接続と参加者自身のコメント 
ラウ










































































































































































































































 表５ 本を選ぶ際の本の内容の考慮に関する２名の評定者による判定結果 
   a 内容考慮（一致） b 内容以外（一致） c 判定不一致 
第１回 4 10 1 
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教育実践学会第 16 回大会発表論文集，Pp.110-111 
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